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表紙写真の説明

題目：「Martini 液膜に気流を添えて 。」

神戸大学大学院 金月 翔哉氏，森 奏人氏，野尻 智輝氏 提供

ガスタービンで使用される平面液膜式気流噴射弁からの液膜の様子を正面から捉えた瞬間であ

る．表面張力によって極薄の平面液膜が円柱状に収縮していく過程で，左右からの波動が重なり合

い，液膜に鮮やかな切子模様が浮かび上がっている．これはまるでカクテルグラスを彷彿させ，本

実験前の緊張感の中に心の安らぎをもたらしてくれた．次の瞬間には，液膜の前後面に平行気流が

噴射され，液膜は微粒化していく．
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